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災害に強いまちづくり 

2009鳥取・因幡の祭典 

八頭町のごみ収集事情③ 

福祉課からのお知らせ 
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今月の主な内容 

９月21日、八東フルーツ総合センター前で広報検問が実
施されました。 
この日は町内の園児もいっしょになり、訪れるドライバー
の一人ひとりに、交通法規を守り安全運転に心がけてもら
うよう呼びかけました。 

交通安全はみんなの願い 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 
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ま
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　女性も男性も、お年寄りも若者も、すべての人が自分らしく生きられる社会の実現
をめざして「男女共同参画フェスティバル」を開催します。 
　映画・講演・シンポジウム・展示等盛りだくさんの内容で行いますので、多数の方が
ご参加ください。 

予告 参加無料 

男女共同参
画フェスティバル開催男女共同参
画フェスティバル開催

11月24日（土）10：00～17：00（展示は10:00から行います） 
八東体育文化センター（八頭町富枝　八東中学校隣） ところ 

と　き 

スウェーデン映画上映 

～パパの子育て奮闘記～ 

講演会・シンポジウム 

●1987年　関西大学大学院修士 
課程修了 

●1987年　（株）西武百貨店、（株）ニ 
ッセイ基礎研究所主
任研究員を経て、東
洋大学経済学部社会
経済システム学科助
教授へ 

●2007年4月より関西大学政策 
創造学部教授に就任  

公　職 
●教育再生会議委員・ 
規制改革会議委員・ 
男女共同参画推進連携会議委員・ 
構造改革特区推進本部評価委員 

など 

しら いし　   ま す み 

白石　真澄 

　テーマ　「すべての人が自分らしく生きるために」 
　　　　　　～新時代のまちづくり～ 

　シンポジウム　　白石教授との意見交換会 
 

プロフィール 

15:00～ 13:15～ 

主催：八頭町・男女共同参画フェスティバル実行委員会 
平成19年度鳥取県人権協働ネットワーク「ミニシンポジウム」実施事業（鳥取県委託事業）・とっとり県民カレッジ連携講座 

　男女共同参画フェスティバル会場で男女共同参画を
テーマとするパネル展示等のワークショップをしてい
ただける団体・個人の方を次のとおり募集します。 
　どしどしご応募ください。 

　＊展示期日：11月24日（土）10:00～17:00 
　　　　　　　（各自で展示・撤収していただきます） 
　＊展示場所：八東体育文化センター1Ｆ・2Ｆフロア 
　＊申込期限：10月19日（金） 
　＊申込方法：電話、FAX等でお申し込みください。 

ワークショップ参加者募集！ 
 

託児のお知らせ 
 

【お問合わせ先】　八頭町役場企画人権課 
　　　  　　　　　1　（0858）76－0203 
　　 　 　　　　 FAX（0858）73－0414

＊託児も行いますので、希望される方は

11月16日までに八頭町役場企画人権

課1（0858）76－0203に電話でお

申し込みください。 

講師 



3 YAZU 
2007.10 2YAZU 

2007.10

富枝集落避難訓練のようす 

　本町では、本年度から９月１日を「八頭町防災の日」と定め、今年は、９月２日（日）に全集落を対象に「八
頭町防災訓練」を実施しました。 
　今回の訓練は、八頭町内で、震度６弱の地震が発生したとの想定で、「住民の避難訓練」、「住民の安否確認」
と「集落内の被害の状況の収集訓練」など、災害が発生した
直後の初動体制の訓練を行いました。 
　今年は、模範訓練として、郡家地域の宮谷集落の一部、船
岡地域の上野上集落、八東地域の富枝集落で町と合同の訓練
を実施しました。 
　また、役場では、課長等管理職員が役場まで自動車（四輪）
を使用せず、徒歩、自転車等で登庁する参集訓練を行いまし
た。 
　八頭町では、今後も速やかに災害に対応できる体制の確立
をめざして、行政と町民が連携した防災活動を推進していき
ます。 

災害に強いまちづくり 
― 八頭町防災訓練実施（9/2） ― 

1.電源ランプが点灯しているか確認してください。 
2.音量が大きくなるよう調整してください。 
3.電源を一度切って、再度電源を入れてください。 
（押しボタンの場合、　5秒程度長押ししてください。） 
 
「防災行政情報無線連絡施設戸別受信機廃止届」を
転出される際に提出してください。 
同時に戸別受信機を取りはずして役場に持ってきて
ください。 
屋外にアンテナが設置してある場合は事前にご連絡
ください。 
 
電池が切れると停電になった場合、放送が聞こえな
くなりますので、乾電池は概ね１年ごとに交換して
ください。 

音が聞こえない、
雑音が入る 
 
 
 
町外に転出する場
合 
 
 
 
 
 
その他 

こんなとき 内　　　　　　容 

ご自宅の防災行政無線は正常に聞こえますか??

●本　　庁　総務課　176－0201

●船岡支所　住民課　172－0044

●八東支所　住民課　184－1222

連　　絡　　先 

※尚、船岡・八東地域では、
設備の老朽化のため、特に
聞こえ難くなっています。 
現在更新整備計画を作成中
です。 

　「2009鳥取・因幡の祭典」が、無料の高速道路「鳥取自動車道」が2009年度に開通するのを記念し
開催されますが、本年３月に策定した「2009鳥取･因幡の祭典基本計画」に基づく、祭典で行う具体的
な事業計画がこの度、策定されました。 
　今回はこの中で企画されている主なイベントのうち、その一部をご紹介します。 

世界砂像フェスティバル 

※このほかにも季節ごとのキーワードに沿った様々なイベントが行われます。 

◇時　　期　2009年4月～6月 
◇場　　所　メイン：智頭宿一円 
　　　　　　サ　ブ：智頭町内 
◇内　　容　智頭宿町並みギャラリーを中心と

したイベント、森林浴やトレッキ
ングイベント等 

◇実施主体　智頭町 

　緑の風と戯れよう！～春の休日のひ 
とときを智頭町で過ごしませんか～ 

◇時　　期　2009年６月～９月 
◇場　　所　岩美町浦富海岸 
◇内　　容　「シュノーケルでお魚になろう」、

「シーカヤックツーリング」「漁火
狩り」、「岩井温泉灯篭流し」、「浦
富海岸元気フェスティバル」など 

◇実施主体　岩美町 

　美しい青の世界「浦富の海」と岩井 
温泉灯篭流し 

◇時　　期　2009年9月～11月 
◇場　　所　八頭町 
◇内　　容　「八東りんご観光園開園イベント」、

「新水園梨まつり」、「西条柿まつり」
「花御所柿祭り」など 

◇実施主体　八頭町 

　フルーツロード　～豊潤なる味わい 
の宝庫「フルーツの里」 

◇時　　期　2010年3月上旬 
◇場　　所　わかさ氷ノ山自然ふれあいの里ス

ポーツ広場周辺　等　 
◇内　　容　西日本雪合戦大会、スキー大会や

スキースクール、スノーシューハ
イク等を開催 

◇実施主体　若桜町 

　寒さを吹っ飛ばせ!!　～冬の若桜を 
満喫～ 

　「鳥取砂丘」において世界の著名な砂の彫刻家を招き、砂の像を制作し、その腕を競うコンテストを
開催！子どもたちによる砂像制作体験や「砂の美術館」制作過程を公開するサテライト会場の設置によ
り幻想的な「砂の世界」を作り上げる。 
　このほかに、温泉を利用した足湯等の体験コーナー、ステージイベント、因幡の物産や飲食を提供す
るブース設置なども予定。 

◇時　期　2009年４月18日～26日（予定）　　◇展示期間　４月27日～６月30日（予定） 
◇場　所　（候補地）鳥取砂丘オアシス広場、サンドパルとっとり隣接地　他３箇所 

2009鳥取・因幡の祭典 
公式ホームページが開設しました！ 

　2009鳥取･因幡の祭典をはじめ、因幡地域、
鳥取自動車道などの情報を県内外へ幅広く情報発
信する公式ホームページが開設しました。 

ＨＰ http://www.tottori-inaba.jp

【祭典に関するお問い合わせ先】 
2009鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局 
〒680－0841　鳥取市吉方温泉３丁目701 

市文化センター２階 
1（0857）27－8003　FAX（0857）27－8008 
Ｅメール　saiten-2009@tottori-inaba.jp

2009　鳥取・因幡の祭典事業計画決まる！ 
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八
頭
八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情

収
集
事
情 
八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情 

現
場
リ
ポ
ー
ト
③ 

　
ご
み
収
集
を
委
託
し
て
い
る
業

者
に
同
行
し
て
、
町
内
で
収
集
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
取
材
を
行
い

ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
そ
の
第
３
弾
と
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
み
ま
し
た
。 

 

○
民
間
の
工
場
で
再
生
さ
れ 

　
ま
す 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
平
成)

年
４
月
か
ら
、
鳥
取
市
に
あ
る
「
い

な
ば
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
」
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

○
人
の
手
に
よ
る
選
別
を
し 

　
て
い
ま
す 

　
運
ば
れ
て
き
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
大
ま
か
に
異
物
を
取
り

除
い
た
後
、
コ
ン
ベ
ア
に
の
せ
て

破
袋
機
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

時
に
２
重
に
袋
に
入
っ
て
い
る
と
、

破
袋
機
で
破
れ
な
い
た
め
、
職
員

が
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
破
っ
て
い

ま
す
。 

　
袋
内
の
異
物
は
手
選
別
で
取
り

除
き
ま
す
が
、
異
物
が
多
い
と
、

ど
う
し
て
も
取
り
き
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
洗
っ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
と
処
理
場
の
衛
生
を
損
な
い

ま
す
し
、
結
局
は
焼
却
処
分
さ
れ

ま
す
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
容
器
な
ど

は
真
ん
中
で
切
る
と
簡
単
に
洗
え

ま
す
の
で
、
必
ず
さ
っ
と
洗
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
洗
え
な
い
物

や
汚
れ
の
ひ
ど
い
物
は
、
可
燃
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

          

○
危
険
物
は
入
れ
な
い
で
く 

　
だ
さ
い 

　
農
薬
や
肥
料
の
袋
は
受
け
入
れ

で
き
ま
せ
ん
。
注
射
器
や
医
療
用

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
も
ダ
メ
で
す
。 

　
過
去
に
処
理
施
設
で
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
農
薬
が
原
因
で
職
員
が

入
院
し
た
り
、
注
射
器
の
針
が
刺

さ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
非

常
に
危
険
で
す
！ 

        

○
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す 

  

分
別
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

圧
縮
梱
包
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
、

異
物
が
多
か
っ
た
り
、
汚
れ
が
ひ

ど
い
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
材
料

と
し
て
の
ラ
ン
ク
が
下
が
り
、
最

悪
の
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

        
　
現
在
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
固
形
燃
料
に
な
っ
た
り
、
粒

状
に
精
製
さ
れ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
の
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
公
園
の
擬
木
や
、
パ
レ
ッ
ト

な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

          

○
正
し
い
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト 

　
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

有
効
活
用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に

出
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 【
汚
れ
を
取
る
】 

　
ま
ず
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
さ
っ
と
で
い
い
の
で
必

ず
洗
っ
て
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
汚
れ
の
ひ
ど
い
場
合
は
、
可
燃

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 【
２
重
包
装
し
な
い
】 

　
処
理
場
の
破
袋
機
で
は
中
の
袋

ま
で
は
破
れ
な
い
の
で
、
ご
み
を

出
す
と
き
は
２
重
包
装
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

       【
異
物
を
入
れ
な
い
】 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
の
区
分
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
、
ネ
ジ
や
鏡

な
ど
が
つ
い
て
い
て
、
分
別
で
き

な
い
場
合
は
小
型
破
砕
ご
み
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

         

　
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
も
、
ポ
ン
プ

の
部
分
に
は
金
属
バ
ネ
が
入
っ
て

い
る
の
で
、
ポ
ン
プ
部
分
は
小
型

破
砕
ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
れ
で
す
が
、
カ
バ
ン
や
生
ご

み
な
ど
を
、
わ
ざ
わ
ざ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
中
に
隠
し
て
出
す
人

が
い
ま
す
！
ど
ち
ら
も
可
燃
ご
み

で
回
収
し
ま
す
の
で
、
可
燃
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 
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現
在
、b

歳
（
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
はX

歳
）
以
上
の
人
は
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
等
に
加

入
し
な
が
ら
、「
老
人
保
健
制
度
」

で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
老
人
保
健
制
度
は
平
成*

年

度
で
廃
止
さ
れ
、
平
成+

年
４
月

か
ら
は
新
し
く
創
設
さ
れ
る
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

な
ぜ「
後
期
高
齢
者
医
療
」な
の
？ 

　
わ
が
国
で
は
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
医
療
制
度
が
実
現
し
、
世
界
最

長
の
平
均
寿
命
や
高
い
医
療
・
保

健
水
準
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
経
済
低
成
長
へ
の

移
行
、
国
民
生
活
や
意
識
の
変
化

に
直
面
し
て
お
り
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
堅
持
し
、
医
療
制
度
を
将

来
に
わ
た
り
維
持
可
能
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
抜
本

的
な
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

伸
び
続
け
る
医
療
費 

　
国
民
医
療
費
は
平
成'

年
度
で

約7

兆
円
。
年
間
１
兆
円
ず
つ
伸

び
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
伸
び
率

は
国
民
所
得
の
伸
び
率
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
高
齢
者
の
医

療
費
で
す
。
１
人
当
た
り
の
医
療

費
で
見
る
と
、b

歳
未
満
は
年
間

約+

万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、b

歳
以
上
は
年
間
約i

万
円
と
約
４

倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化

が
進
む
に
つ
れ
、
今
後
も
高
齢
者

の
医
療
費
が
国
民
医
療
費
に
占
め

る
割
合
は
増
加
し
、
平
成<

年
度

に
お
い
て
は
半
分
程
度
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

負
担
の
明
確
な
制
度
へ 

　
増
大
す
る
医
療
費
を
賄
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
費
用
負
担
者
で
あ

る
国
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
現
役
世

代
、
高
齢
者
世
代
を
通
じ
て
負
担

が
明
確
な
制
度
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ね
ら
い
か

ら
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
運
営
の

し
く
み 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
費
用
の

う
ち
、
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己

負
担
を
除
い
た
分
を
、
公
費
（
国
・

県
・
市
町
村
）
が
５
割
を
負
担
、

現
役
世
代
か
ら
支
援
（
後
期
高
齢

者
支
援
金
＝
若
年
者
の
保
険
料
）

が
４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
１
割

を
後
期
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
保
険
料
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

全
員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
全
員
が
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
保
険
料
を
お
住

ま
い
の
市
町
村
へ
納
め
ま
す
。
原

則
と
し
て
介
護
保
険
と
同
様
に
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。 

　
保
険
料
の
額
は
、
広
域
連
合
で

決
め
、
県
内
均
一
の
保
険
料
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
、
被
保
険
者

１
人
当
た
り
い
く
ら
と
決
め
ら
れ

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
「
所

得
割
額
」
を
合
計
し
て
、
個
人
単

位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の
低

い
方
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

世
帯
の
所
得
水
準
に
あ
わ
せ
て
、

７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
健
康
保
険
や
共
済
組

合
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

資
格
を
得
た
日
の
あ
る
月
か
ら
２

年
間
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

お
こ
と
わ
り 

　
こ
の
広
報
は
、
国
が
示
す
資

料
な
ど
に
基
づ
き
説
明
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

  【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

八
頭
町
役
場
福
祉
課 

1c

―
０
２
０
５ 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

1（
０
８
５
８
）7

―
１
０
９
７ 

 

福
祉
課
か
ら
の 

　
　
お
知
ら
せ 

問合せ先 
八
頭
町
役
場
福
祉
課 

船
岡
支
所
住
民
課 

八
東
支
所
住
民
課 

（
０
８
５
８
）
76
―

０
２
０
５   

（
０
８
５
８
）
72
―

０
０
４
４  

（
０
８
５
８
）
84
―

１
２
２
０ 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す 

公費（約５割）〔国：都道府県：市町村＝４：１：１〕 

後期高齢者支援金〔若年者の保険料〕　約４割 高齢者の保険料　１割 

各医療保険（健保、国保等）の被保険者（0～74歳） 被保険者（75歳以上の者） 

患
者 

負
担 

保険料 

年金から 〔　　　　〕 天引き　 

後期高齢者の 
心身の特性に 
応じた医療　 
サービス　　 

口座振替・ 〔　　　　　〕 銀行振込等 

〈一括納付〉 
〈交付〉 

医療保険者 
健保組合、国保など 

社会保険診療 
報酬支払基金 

平
成
20
年
４
月
か
ら 

圧縮梱包されたプラスチック 
なんと刃物が入って 
いました。危ない！ 

粒状に精製されたプラスチック 

金属などがついている場合 
は、小型破砕ごみへ　　　 

手選別ライン 

× 

○ 



6YAZU 
2007.107 YAZU 

2007.10

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

連絡先 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
６
６ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―

０
６
７
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―

１
２
３
４ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
７
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―

０
７
４
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―

１
２
３
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

と
て
も
大
事
「
認
知
症
」
の
早
期
発
見 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

メニユダまつり メニユダまつり メニユダまつり 
～メニユダの丘から　　　 
　　　福祉の輪を広げよう～ 

　
こ
の
た
び
、!

月"

日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
３
時5

分
ま
で
郡

家
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
身
体

障
害
者
補
装
具（
補
聴
器
）の
巡
回

相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
受
付
・
申
込
み
は
、
事
前
に
各

保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
さ
れ
ま
し

て
、
次
の
事
項
を
確
認
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

 

①
今
、
使
用
し
て
い
る
補
聴
器
の

調
子
が
良
く
な
い
と
思
わ
れ
て

い
る
方 

 

②
身
体
障
害
者
手
帳
は
持
っ
て
い

な
い
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て

聴
覚
に
支
障
の
あ
る
方 

 

③
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

て
補
聴
器
を
購
入
し
た
い
方 

 

④
補
聴
器
を
購
入
し
て
５
年
以
上

経
過
し
て
い
る
方 

 

⑤
耳
以
外
の
障
害
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
る
方 

 

八
頭
郡
身
体
障
害
者

八
頭
郡
身
体
障
害
者 

補
装
具
（
補
聴
器
）

補
装
具
（
補
聴
器
） 

巡
回
相
談
の
開
催
に

巡
回
相
談
の
開
催
に 

つ
い
て

つ
い
て 

八
頭
郡
身
体
障
害
者 

補
装
具
（
補
聴
器
） 

巡
回
相
談
の
開
催
に 

つ
い
て 

　 　「
認
知
症
」っ
て
何
？ 

 【
認
知
症
は
脳
や
身
体
の
病
気
で

す
。
単
な
る
„
も
の
忘
れ
“
と
は

違
い
ま
す
。】 

　「
年
を
と
る
と
誰
で
も
認
知
症

に
な
る
」
と
考
え
る
方
が
い
る
よ

う
で
す
。
確
か
に
年
を
と
る
と
、

も
の
忘
れ
が
多
く
な
る
も
の
で
す

が
、
そ
れ
は
脳
の
自
然
な
老
化
現

象
。
医
学
的
に
い
う
認
知
症
と
は

異
な
り
ま
す
。 

　
認
知
症
は
、
ひ
と
つ
の
出
来
事

を
全
部
忘
れ
て
し
ま
う
慢
性
の
病

気
で
す
。
例
え
ば
、
お
盆
に
家
族

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
た
後
に
、

「
え
っ
、
そ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
？
」

な
ど
、
小
さ
な
内
容
で
は
な
く
、

そ
の
記
憶
を
丸
ご
と
忘
れ
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
。 

【
知
的
な
面
で
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
病
気
で
す
。】 

　
一
度
獲
得
し
た
知
的
な
能
力
が
、

脳
の
変
化
に
よ
っ
て
低
下
し
ま
す
。

変
化
は
主
に
、
脳
が
縮
ん
で
い
く

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
、

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
状
態
の
脳

卒
中
の
後
に
起
こ
る
脳
血
管
性
認

知
症
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 

　
必
ず
、
医
師
の
診
断
を
！ 

 【
診
断
が
必
要
な
わ
け
】 

　
認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て
、
生

活
の
注
意
点
や
治
療
・
介
護
の
方

法
が
違
っ
て
き
ま
す
。
早
期
に
診

断
・
治
療
を
す
れ
ば
、
改
善
で
き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
ず
は
専
門
医
に
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。 

 

　
認
知
症
と
わ
か
っ
た
ら 

 【
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
よ
う
。】 

　
本
人
の
心
の
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
特
に
介
護
者
の
心
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
同
じ
よ
う
に
苦
労
し
て
い
る
人

た
ち
が
い
る
、
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
、

そ
う
感
じ
る
だ
け
で
、
心
の
重
荷

が
ふ
っ
と
軽
く
な
り
ま
す
。 

　
相
談
窓
口
　 

　
・
各
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
・
各
居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

  

「
認
知
症
」
早
期
発
見
の
主

な
め
や
す
で
す
。
い
く
つ
か
思

い
当
た
る
よ
う
な
ら
相
談
し
て

み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
…
さ
っ
き

の
電
話
相
手
を
忘
れ
る
、
同
じ

こ
と
を
何
度
も
く
り
か
え
す
、

貴
重
品
を
盗
ま
れ
た
と
人
を
疑

う
な
ど 

判
断
・
理
解
力
が
衰
え
る
…
話

の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
な
ど 

時
間
・
場
所
が
わ
か
ら
な
い
…

約
束
の
日
時
を
間
違
え
る
、慣
れ

た
道
で
も
迷
っ
た
り
す
る
な
ど 

人
柄
が
変
わ
る
…
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た
、
失
敗
を
人
の
せ
い
に

す
る 

不
安
感
が
強
い
…
ひ
と
り
を
怖

が
っ
た
り
寂
し
が
る
、「
頭
が
変
に

な
っ
た
」と
本
人
が
訴
え
る
な
ど 

意
欲
が
な
く
な
る
…
好
き
な
も

の
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た
、

ふ
さ
ぎ
こ
ん
だ
り
億
劫
が
る
な

ど 
　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
通
常
、
初

冬
か
ら
春
先
に
み
ら
れ
ま
す
が
、

と
き
に
は
春
期
、
夏
期
に
も
み
ら

れ
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
危
険
な

感
染
症
で
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は
、
手
洗
い
・
う
が
い

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
予
防
が
効
果
的
で
す
。

特
に
高
齢
者
や
小
児
な
ど
抵
抗
力

が
弱
い
方
は
、
重
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
積
極
的
に
受
け
ら
れ
ま
す

よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

　
八
頭
町
で
は
今
年
も
高
齢
者
の

方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
接
種
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
、
各
集
落
の
健
康
づ

く
り
推
進
委
員
さ
ん
が
案
内
封
筒

を
配
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
事
項

を
よ
く
読
み
、
早
め
に
接
種
日
を

医
療
機
関
に
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
封
筒
の
中
の
受
診
票
と
予 

診
票
（
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
を

必
ず
医
療
機
関
に
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
！ 

 

対 象 者
 

 
 

接 種 期 間  

実 施 場 所  

接種料金の助成回数 

自 己 負 担 金  

・65歳以上の方（必ず、満65歳になられてから接種をうけ
るよう注意してください。） 
・60歳から64歳で心臓、腎臓、呼吸器等で日常生活活動が
極度に制限される程度の障害を有する方 

平成19年10月25日から平成19年12月31日まで 

東部地区の医師会加入の協力医療機関（要予約） 

１回 

1,000円（ただし、住民税非課税世帯の方は無料） 

10 月の保健事業 10 月の保健事業 10 月の保健事業 
日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

受付　9:30～11:00 
 

受付　9:30～11:00 
 

受付  　9:15～9:30 
 

　　　　8:30～10:00 
 

　　　　10:45～11:30 
 

　　　　8:30～10:00 
 

受付　9:30～11:00 
 

　　　　10:30～11:30 
 

受付 12:45～13:00 
 

　　　　10:45～11:30 
 

受付 12:30～12:45 
 

9:00～15:40 
 

9:30～15:10 
 

10:30～15:50 
 

受付 13:30～14:30 
 

　　　　10:45～11:30 
 

受付 12:45～13:00 
13:25～13:40 

受付　9:30～11:00 
 

　　　　8:30～10:00 
 

　　　　8:30～10:00 
 

　　　　10:30～11:30 
 

受付 13:15～13:30 
 

　　　　10:45～11:30 
 

受付 12:30～12:45 
 

9:00～16:30 
 

受付　9:30～11:00 
 

9:30～15:40 
 

9:30～15:20 
 

受付　9:30～11:00

船岡保健センター 
 
郡家・八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
国中改善センター 
 
八東保健センター 
 
上私都改善センター 
 
船 岡 公 民 館  
 
船岡保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡 家 地 域  
 
郡 家 地 域  
 
郡 家 地 域  
 
大御門体育センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
中私都改善センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡 家 地 域  
 
郡家保健センター 
 
郡 家 地 域  
 
郡 家 地 域  
 
下私都改善センター 

一般 
 
一般 
 
生後４～５か月児の養育者 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
一般 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
8／28・31に基本健診を受けた方 
 
一般 
 
Ｈ19.3.1～Ｈ19.4.10生まれ 
 
一般 
 
Ｈ18.3.1～Ｈ18.4.11生まれ 
 
巡回日程表をご覧ください。 
 
巡回日程表をご覧ください。 
 
巡回日程表をご覧ください。 
 
9／14に基本健診を受けた方 
 
一般 
 
Ｈ14.6.29～Ｈ14.8.8生まれ 
 
乳幼児等 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
一般 
 
乳幼児等 
 
一般 
 
Ｈ16.9.1～Ｈ16.10.16生まれ 
 
一般 
 
9／18・19に基本健診を受けた方 
 
巡回日程表をご覧ください。 
 
巡回日程表をご覧ください。 
 
9／20に基本健診を受けた方 

 
1 
 
 
3 
 
 
4 
 
 
5 
 
9 
 
 
10 
 
 
 
11 
 
 
12 
 
15 
 
16 
 
17 
 
 
18 
 
 
19 
 
22 
 
23 
 
 
24 
 
 
 
 
25 
 
 
 
26 
 
29 
 
30 
 
31

障 害 福 祉 相 談  
 
一 般 健 康 相 談  
 
離 乳 食 講 習 会  
 
総 合 検 診  
 
水 中 運 動 教 室  
 
総 合 検 診  
 
検 診 結 果 説 明 会  
 
さわやか体操教室 
 
６ か 月 児 健 診  
 
水 中 運 動 教 室  
 
１歳６か月児健診 
 
巡 回 検 診  
 
巡 回 検 診  
 
巡 回 検 診  
 
検 診 結 果 説 明 会  
 
水 中 運 動 教 室  
 
５ 歳 児 健 診  
 
育 児 相 談  
 
総 合 検 診  
 
総 合 検 診  
 
さわやか体操教室 
 
ポ リ オ 予 防 接 種  
 
水 中 運 動 教 室  
 
３ 歳 児 健 診  
 
成 分 献 血  
 
検 診 結 果 説 明 会  
 
巡 回 検 診  
 
巡 回 検 診  
 
検 診 結 果 説 明 会  

 
月 
 
 
水 
 
 
木 
 
 
金 
 
火 
 
 
水 
 
 
 
木 
 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
 
木 
 
 
金 
 
月 
 
火 
 
 
水 
 
 
 
 
木 
 
 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
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りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第30号 

八
東
隣
保
館 

小
学
生
地
区
児
童
５
・
６
年
生
交
流
会 

隼
保
育
所
で
職
員
交
流
会 

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

郡
家
隣
保
館 

竹内さんのお話のようす 講師の河上さん 

楽しいゲームでみんなと交流 

            
　
８
月4

日（
水
）、
難
民
救
済
団

体
「
ピ
ー
ス
バ
ー
ド
」
の
河
上
友

香
さ
ん
に
「
平
和
・
人
権
・
難
民

救
済
」
と
い
う
内
容
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は6

名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
「!

年
く
ら
い
前

に
Ｊ
Ｅ
Ｎ
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の

記
事
を
読
ん
だ
時
に
、
私
の
心
が

こ
れ
だ
と
思
っ
た
。
家
に
帰
っ
て

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
行
く
か
ら

と
伝
え
た
。
父
親
は
、
猛
反
対
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
に
言
っ

た
ら
、「
何
の
知
識
も
な
い
し
、

善
意
が
善
意
と
し
て
伝
わ
る
国
で

は
な
い
の
で
、
来
て
も
ら
っ
て
も

困
り
ま
す
」
と
断
ら
れ
た
。
で
も
、

私
は
、
何
で
も
し
ま
す
か
ら
と
何

度
も
何
度
も
お
願
い
し
た
。
半
年

ぐ
ら
い
お
願
い
し
つ
づ
け
た
。
よ

う
や
く
研
修
生
と
し
て
だ
っ
た
ら

と
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
念
願
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
父

も
そ
の
頃
に
は
、「
お
前
の
人
生

だ
か
ら
お
前
の
好
き
な
よ
う
に
し

ろ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｎ

の
モ
ッ
ト
ー
は
、
心
の
支
援
と
自

立
の
支
援
で
あ
っ
た
。
物
を
渡
す

時
は
、
い
つ
も
手
渡
し
だ
っ
た
。

物
は
、
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
使

っ
て
し
ま
っ
た
ら
終
わ
る
け
れ
ど
、

そ
の
時
に
か
け
て
も
ら
っ
た
暖
か

い
言
葉
と
か
握
手
と
か
そ
う
い
う

も
の
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る

か
ら
、
物
を
渡
す
時
は
、
必
ず
心

も
添
え
て
物
を
渡
す
。
心
の
支
援

を
忘
れ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
私
に
出
来
る
平
和
や
人

権
確
立
の
第
一
歩
と
い
う
の
は
何

な
の
か
。
そ
れ
は
、
異
文
化
を
良

い
悪
い
と
い
う
こ
と
で
見
る
の
で

は
な
く
、
自
分
達
と
違
う
価
値
観

を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
と
思
い
ま
す
。｣

と
語
ら
れ
、
講
演
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。 

　
８
月
２
日（
木
）に
八
東
隣
保
館

に
お
い
て
小
学
校
地
区
児
童
５
・

６
年
生
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
児
童
は
全
部
で%

人
の
参
加

で
し
た
。
こ
の
交
流
は
６
年
生
が

中
学
校
に
進
学
す
る
ま
で
に
、
お

互
い
の
仲
間
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
思
い
を
伝
え
合
い
支
え
あ

う
中
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
立
ち
向

か
う
心
を
養
う
目
的
で
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
八
東

ふ
る
さ
と
の
森
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

な
ど
を
作
り
自
然
の
中
で
交
流
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
八
東

隣
保
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
人
権
教
育
推
進
員

の
竹
内
ゆ
づ
る
さ
ん
を
講
師
に
お

招
き
し
て
、「
仲
間
づ
く
り
」
と

題
し
て
こ
ど
も
達
と
の
会
話
を
交

え
な
が
ら
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
各
児
童
の
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
「
あ
な
た
は
自
分
の

こ
と
が
好
き
で
す
か
？
。
あ
な
た

の
一
番
大
切
な
も
の
は
？
。」
な

ど
の
質
問
を
は
さ
み
な
が
ら
こ
ど

も
達
の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
話
の
中
に
「
人
間
は
み
な
一
人

ひ
と
り
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
は
こ
の

世
に
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
か

ら
で
す
。
ま
た
、
大
切
な
も
の
は

命
で
す
。
人
は
生
ま
れ
て
来
る
と

こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。」

と
繰
り
返
し
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
区
学
習
会
の
意
義
に
つ

い
て
話
さ
れ
、「
差
別
に
ま
け
な

い
力
・
差
別
を
見
抜
く
力
・
差
別

を
な
く
す
力
を
養
い
、
自
ら
の
社

会
的
立
場
の
自
覚
を
深
め
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
見
抜
き
、
仲
間
と
と
も
に

差
別
を
な
く
す
た
め
に
学
習
し
て

い
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を

し
、
最
後
は
こ
の
交
流
会
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
手
作
り

パ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
児
童
の
感
想
の
中
に
「
友
達
を

信
じ
る
心
は
大
切
だ
。
八
東
以
外

に
船
岡
や
郡
家
の
人
も
学
習
会
を

し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
、

差
別
を
な
く
す
る
心
は
同
じ
だ
と

知
り
う
れ
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
聞
く
と
自
分
と
同
意
見

や
違
う
意
見
も
あ
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
今
後
も
仲
間
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。『
親
は
自
分
で
は

決
め
ら
れ
な
い
し
、
生
ま
れ
た
住

所
も
自
分
で
は
決
め
れ
な
い
。』『
自

分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に
も

し
な
い
。
う
れ
し
い
こ
と
は
人
に

も
し
て
あ
げ
た
い
。』
と
い
う
こ
の

２
つ
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。」

な
ど
、
こ
ど
も
達
か
ら
た
く
さ
ん

の
意
見
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

夏
休
み
の
１
日
だ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
今
後
と
も
交
流
会
を
お
こ

な
い
仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

　
９
月
６
日（
木
）隼
保
育
所
に
お

い
て
、
隼
保
育
所
職
員
と
文
化
セ

ン
タ
ー
職
員
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
同
じ
町
の
職
員
で
あ
っ
て

も
相
互
に
交
流
す
る
場
が
少
な
く
、

ま
た
、
同
和
問
題
の
解
消
に
向
け
自

分
達
の
役
割
、
進
む
べ
き
道
を
交

流
す
る
中
で
学
習
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
計
画
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
簡
単
な
自
己
紹
介
の
後
、

山
根
文
化
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
地

区
の
今
と
昔
、
差
別
に
対
す
る
思

い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消
に
向
け

て
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
、
環

境
面
が
改
善
さ
れ
、
目
に
見
え
る

差
別
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
部
落
差
別
は
無

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
山
根
セ
ン
タ
ー
長
の
お
話
を

伺
い
、
昔
ほ
ど
言
葉
や
態
度
に
よ

る
差
別
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
差
別
事
件
は
無
く
な
る
こ
と

は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
形
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
。
い
っ
た
ん
植
え

付
け
ら
れ
、
心
の
中
に
根
強
く
残

る
差
別
の
思
い
は
、
学
習
な
し
で

は
消
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

部
落
差
別
の
解
消
は
誰
か
の
問
題

で
は
な
く
自
分
の
問
題
で
あ
り
、

差
別
が
残
っ
て
い
る
限
り
解
消
に

向
け
自
ら
学
習
し
行
動
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
人
は
誰
も
幸
せ
に
自
分
ら
し
く

生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
権
利
を
奪
う
も
の

と
し
て
部
落
差
別
を
始
め
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
が
有
り
ま
す
。
誰
も
が

不
合
理
な
生
き
方
を
押
し
つ
け
ら

れ
な
い
世
界
を
め
ざ
す
に
は
、
家

庭
や
地
域
で
ま
ず
「
差
別
問
題
」

を
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が

第
一
歩
で
す
。 

　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
と

の
交
流
会
は
、
自
ら
の
人
権
意
識

に
向
き
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
隼
保
育
所
　
職
員
） 

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催 

第４回 

　
９
月
４
日（
火
）、
鳥
取
県
人
権

尊
重
社
会
づ
く
り
協
議
会
委
員
の

加
賀
田
さ
ゆ
り
さ
ん
に
「
ハ
ン
セ

ン
病
と
人
権
」
と
い
う
内
容
で
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

はA

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
「
私
の
祖
父
の
弟
の

長
男
が
加
賀
田
一
さ
ん
で
す
。
私

の
生
ま
れ
た
の
は
昭
和"

年
で
す

が
、
昭
和"

年
の
３
月
頃
、
一
さ

ん
が
発
病
し
、
長
島
愛
生
園
に
行

っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
昔
は
、

ら
い
病
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
特

徴
は
、
患
者
か
ら
病
原
菌
を
取
っ

て
試
験
管
に
持
っ
て
く
る
間
に
死

滅
し
て
し
ま
う
ほ
ど
弱
い
菌
で
あ

る
。
ま
た
、
一
見
し
て
わ
か
る
ぐ

ら
い
容
姿
な
ど
に
症
状
が
出
た
場

合
に
嫌
わ
れ
た
。
一
さ
ん
と
話
し

た
中
で
、
こ
の
人
間
社
会
の
中
で
、

こ
れ
以
上
の
人
権
侵
害
が
あ
る
だ

ろ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
は
、
療
養

所
内
で
結
婚
を
奨
励
し
な
が
ら
、

子
供
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
断
種
を
強
制
的
に
し

た
と
い
う
こ
と
だ
。
子
供
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
親
と
し
て
責
任
を

果
た
そ
う
と
い
う
思
い
や
、
が
ん

ば
ろ
う
と
す
る
力
が
わ
い
て
く
る
。

そ
う
い
う
喜
び
を
も
つ
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
昭
和)

年
に
プ
ロ

ミ
ン
が
開
発
さ
れ
て
、
日
本
で
治

療
に
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
昭
和.

年
頃
で
あ
る
。
当
時
の
厚
生
省
は
、

療
養
所
の
中
だ
け
し
か
使
わ
せ
な

か
っ
た
。
私
は
、
な
ん
で
そ
う
い

う
差
別
を
し
た
の
か
と
思
っ
た
。

現
実
と
し
て
、
施
設
か
ら
お
骨
が

一
体
も
帰
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

家
族
よ
り
も
、
そ
の
周
り
の
ご
近

所
や
社
会
の
考
え
方
に
原
因
が
あ

る
。
み
ん
な
が
迎
え
て
あ
げ
ら
れ

る
土
壌
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と

人
権
社
会
は
、
成
就
し
な
い
。｣

と

語
ら
れ
講
演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権 

第５回 

参加者の皆さん 
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

連 絡 先 
郡家公民館 72-31131
船岡公民館 72-00851
八東公民館 84-30011

公民館 家 郡 家 郡 

公民館 東 八 東 八 

公民館 岡 船 岡 船 

　
８
月
１
日
か
ら5

日
ま
で
、
県
庁
第
２

庁
舎
９
階
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
橋

本
興
家
版
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
鳥
取
県
の
企
画
に
本
町
所
蔵
の
版
画
を

貸
し
出
し
実
現
し
た
も
の
で
、
期
間
中
多

く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
８
月6

日（
金
）八
東
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
八
東
公
民
館
高
齢
者
大
学
第
３

回
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
「
口

か
ら
食
べ
る
幸
せ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
衛
生
士
と
栄

養
士
の
方
か
ら
口
腔
ケ
ア
や
介
護
予
防
食

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
み
ん
な
で
八
頭
町
音
頭
を
習
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
９
月$

日（
木
）の
第
４
回
学
習

会
は
、
八
東
公
民
館
を
会
場
に
、
鳥
取
市

用
瀬
町
の
浄
土
真
宗
　
正
覚
寺
　
辛
川
法

雄
住
職
を
講
師
に
向
か
え
「
二
度
と
な
い

人
生
だ
か
ら
」
を
演
題
に
、
法
話
を
交
え

た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。 

「郡家公民館祭」のお知らせ 

子供シアター 

　11月２日（金）～４日（日）に郡家公民館祭を開催
します。 
　絵画、書道、陶芸などの作品展や、菊花展、生
花展を行います。最終日の午後からは芸能発表会
も開催します。また最終日には、うどんコーナー、
もちつき、お茶席などもあります。是非お越しく
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 

「ふるさと探訪ウォーク」 
　　　　参加者募集のお知らせ  
　町内の名所を楽しみながらゆっくり散策する参
加者を募集しています。八東・船岡・郡家地域の
ふるさと探訪コースを３コース設定しています。
各コース定員20名（先着順）。 
　参加料は無料、予定時間は9：00～ 11：30です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　お申込みは各公民館へお電話ください。（詳細は、
別途案内チラシでお知らせします。） 

「
知
っ
て
お
き
た
い
冠
婚
葬
祭 

　
　
　の
マ
ナ
ー
」
を
学
習 

！！ 

東
部
消
防
局
を 

　
　
　
視
察
研
修 

高
齢
者
大
学
で
い
き
い
き 

男
の
料
理
教
室 

江戸時代の元文一揆を指導した
東村の勘右衛門ゆかりの地（土
手等）を歩きます。 

八　東 
10/20（土） 

西橋寺、光賢寺、多宝寺、丸瀬
山など船岡の古刹・霊場を見学
します。 

船　岡 
11/10（土） 

土師百井廃寺跡、大塚古墳とい
った史跡巡りと、鳥取放牧場風
力発電所を見学します。 

郡　家 
11/23（金） 

内　　　容 コース等 

韓
国
語
講
座 

橋
本
興
家
版
画
展 

★10月20日（土） 
　　10：00～12：00 
○日本むかし話 
・カチカチ山 
・大沼池の黒竜 
○くまのプーさん 
ピグレット・ムービー 
みんな見に来てね！ 

　
９
月&

日（
土
）、
八
東
公
民
館
に
お
い

て
、
薮
田
武
志
さ
ん（
富
枝
）を
講
師
に
、

第
３
回
男
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。  

　
今
回
は
『
孫
や
子
ど
も
に
作
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
料
理
』
を
テ
ー
マ
に
、「
ハ
ン
バ

ー
グ
の
き
の
こ
ソ
ー
ス
・
オ
ム
ラ
イ
ス
・

人
参
と
フ
ル
ー
ツ
の
ス
ー
プ
」
の
三
品
を

作
り
ま
し
た
。  

　
受
講
生
の
皆
さ
ん
も
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
手
際
も
よ
く
な
り
、
１
時
間
程
度
で

調
理
完
成
と
な
り
ま
し
た
。  

　
さ
ぁ
、
あ
と
は
帰
っ
て
実
践
！
お
孫
さ

ん
や
家
族
に
作
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
、
お

父
さ
ん
の
株
を
あ
げ
る
よ
い
材
料
と
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
？ 

　
８
月-

日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
韓
国
横

城
郡
派
遣
行
政
研
修
生
の
柳
恩
京(

ユ
・

ウ
ン
ギ
ョ
ン)

さ
ん
を
講
師
に
、
韓
国
語

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
は
日
本
語
に
な
い
発
音
に
と
ま

ど
い
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に

勉
強
さ
れ
、
こ
れ
を
機
会
に
韓
国
語
を
本

格
的
に
勉
強
し
た
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
特
に
最
終
週
に
は
講
師
が
チ
マ
チ
ョ
ゴ

リ
を
着
て
こ
ら
れ
、
韓
国
の
伝
統
衣
装
の

こ
と
な
ど
を
勉
強
し
た
り
、
韓
国
の
食
文

化
を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
調
理
室
で

チ
ヂ
ミ
と
キ
ム
チ
チ
ゲ
を
受
講
者
み
ん
な

で
作
り
、
舌
で
も
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
９
月,

日（
金
）、
郡
家
公
民
館
で
大
人
の
マ
ナ
ー

講
座
「
知
っ
て
お
き
た
い
冠
婚
葬
祭
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
当
日
は&

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
暮
ら
し
の
中
で
必
要
な
マ
ナ
ー
、
結

婚
式
や
葬
式
の
マ
ナ
ー
、
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
意
味
を
知
ら
な
い
で
い
た
風
習
や
礼

儀
の
本
来
の
意
味

を
知
り
、
マ
ナ
ー

を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
次
回
は
、!

月

1

日（
金
）午
後
２

時
か
ら
「
家
庭
で

の
お
も
て
な
し
と

食
事
の
マ
ナ
ー
」

を
行
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

　
９
月#

日（
水
）、
生
涯
学
習

講
座
と
し
て(

名
が
東
部
消
防

局
を
視
察
し
ま
し
た
。
職
員
か

ら
消
防
設
備
や
防
火
対
策
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、
わ
た
し

た
ち
の
生
命
や
く
ら
し
を
守
る

消
火
や
救
急
活
動
な
ど
を
学
習

し
ま
し
た
。 

　船岡公民館祭・八東公民館祭は、11
月３日（土）～４日（日）に開催します。展
示作品・芸能発表の募集をおこないます。
（詳細については、別途案内チラシでお
知らせします。） 
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９
月'

日（
日
）、
八
頭
町
長
杯

ゴ
ル
フ
大
会
が
郡
家
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
約q

名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
、
今
年
は
団
体
戦
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

TEL 76-0210　FAX 73-0414 
http://www.town.yazu.tottori.jp/

話題・情報は、情報政策室へ 

まちの話題 

起震車で地震の揺れを体験 

国
中
保
育
所
で
防
災
体
験
会 

八
頭
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

八
頭
町
百
歳
長
寿
者
に
祝
状 

「
六
曜
」
に
つ
い
て
考
え
る 

「
六
曜
」
に
つ
い
て
考
え
る 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
の
ひ
ろ
ば 

　
結
婚
式
は
「
大
安
」
に
、
葬
式

は
「
友
引
」
を
避
け
る
な
ど
、
主

に
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
式
と
結
び

つ
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
六
曜
」

は
、
先
勝･

友
引･

先
負･

仏
滅･

大
安･

赤
口
の
六
種
を
い
い
ま
す
。 

　
歴
　
史
　 

　
十
四
世
紀
の
鎌
倉
時
代
末
期
か

ら
室
町
時
代
に
か
け
、
中
国
か
ら

日
本
に
伝
来
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
名
称
や
解
釈･

順
序
も
少

し
ず
つ
変
え
ら
れ
、
現
在
で
は
赤

口
以
外
は
全
て
名
称
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
十
九
世
紀
初
頭
に
現
在

の
形
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
吉
凶
付
き

の
暦
注
は
文
明
開
化
の
妨
げ
に
な

る
と
し
て
、
明
治
政
府
は
一
切
禁

止
し
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
い
っ
そ
う
広
ま
り
、
人
々

の
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
き
ま

し
た
。 

　
昔
の
ほ
う
が
、
か
な
り
深
く
信

じ
る
人
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
結
果
的
に
は
、「
友

引
」
に
葬
式
を
避
け
る
と
い
う
こ

と
が
一
番
流
布
し
て
い
る
の
は
現

代
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

　
六
曜
の
起
源
で
あ
る
中
国
で
は

早
く
か
ら
人
々
の
意
識
か
ら
消
え

て
し
ま
い
、
今
で
は
全
く
使
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

　
配
　
当
　 

　
六
曜
は
先
勝
↓
友
引
↓
先
負
↓

仏
滅
↓
大
安
↓
赤
口
の
順
で
繰
り

返
し
ま
す
が
、
旧
暦
の
毎
月
一
日
は

次
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
月
・
七
月
　
　
先
　
勝 

　
二
月
・
八
月
　
　
友
　
引 

　
三
月
・
九
月
　
　
先
　
負 

　
四
月
・
十
月
　
　
仏
　
滅 

　
五
月
・
十
一
月
　
大
　
安 

　
六
月
・
十
二
月
　
赤
　
口 

　
し
た
が
っ
て
、
旧
暦
で
は
月
日

に
よ
り
六
曜
が
決
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
月
一
日
は
先
勝
で
あ

り
、
一
月
二
日
は
友
引
、
五
月
一

日
は
大
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
配
列
を
た
だ
機

械
的
に
並
べ
た
だ
け
の
も
の
な
の

で
す
。 

　
旧
暦
か
ら
求
め
る
六
曜
　 

　
計
算
の
余
り
に
よ
っ
て
、
六
曜

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
月
＋
日
）÷
６
＝
□
‥
‥
余
り 

月･

日
に
は
旧
暦
が
入
り
ま
す
。 

     

（
例
） 

一
月
一
日
　
元
日
　
　
　
先
勝 

（
１
＋
１
）÷
６
＝
０
　
余
り
２ 

三
月
三
日
　
桃
の
節
句
　
大
安 

（
３
＋
３
）÷
６
＝
１
　
余
り
０ 

八
月
十
五
日
　
十
五
夜
　
仏
滅 

（
８
＋&

）÷
６
＝
３
　
余
り
５ 

と
な
り
ま
す
。 

　「
み
ん
な
が
言
う
の
だ
か
ら
、

昔
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
だ
か
ら
」

と
、
無
言
の
圧
力
に
や
む
な
く
従

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
心
理
が
差
別
を
定
着
さ
せ
、
強

め
、
拡
大
す
る
こ
と
を
支
え
て
い

ま
す
。
少
な
く
と
も
「
信
じ
る
自

由
」
も
あ
り
ま
す
が
、「
信
じ
な

い
自
由
」
の
保
障
、
つ
ま
り
、
自

分
の
考
え
を
他
の
人
に
強
制
し
な

い
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
科
学
的
根
拠
や
合
理
的
な
理
由

が
な
い
ま
ま
に
、
生
活
が
惑
わ
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

　〔
参
考
―
広
島
県
学
習
資
料H

〕 
    

人
権
教
育
推
進
員  

垣
本
　
博
規 

０ 大安 

１ 赤口 

２ 先勝 

３ 友引 

４ 先負 

５ 仏滅 

余り 六曜 

ジェイムズ・ジャクソン・セ 
カンドさん 

ラナタ・バイヤーさん 

みなさん こんにちは!!
　この２学期から町内の小中学校
に新しく外国語指導助手（ALT）
としていらっしゃったラナタ・バ
イヤーさんとジェイムズ・ジャク
ソン　セカンドさんを紹介します。 

　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
所
で
お
会
い
す

る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
９
月
１
日（
土
）、
国
中
保
育
所

で
約
百
名
の
方
が
起
震
車
に
よ
る

震
度
７
の
地
震
の
体
験
、
ス
モ
ー

ク
マ
シ
ン
に
よ
る
煙
の
中
の
避
難

体
験
、
訓
練
用
の
水
消
火
器
に
よ

る
消
火
器
の
操
作
体
験
を
行
い
ま

し
た
。 

　
地
震
の
体
験
で
は
、
起
震
車
に

数
名
ず
つ
が
乗
り
込
み
、
地
震
の

横
揺
れ
、
縦
揺
れ
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。 

　
煙
の
中
の
避
難
体
験
で
は
、
締

め
切
っ
た
教
室
内
に
煙
を
充
満
さ

せ
て
、
視
界
の
利
か
な
い
状
況
で
、

壁
を
手
探
り
で
進
む
避
難
体
験
を

行
い
ま
し
た
。 

　
消
火
器
の
操
作
体
験
で
は
、
八

頭
消
防
署
の
職
員
か
ら
「
①
安
全

栓
を
引
き
抜
く
。
②
ホ
ー
ス
を
は

ず
し
、
火
元
に
向
け
る
。
③
レ
バ

ー
を
強
く
握
り
消
火
す
る
。
ま
た
、

屋
外
で
消
火
器
を
使
う
時
は
、
風

上
か
ら
風
下
に
向
か
っ
て
消
火
す

る
こ
と
。」
な
ど
、
使
用
方
法
と
注

意
事
項
等
の
説
明
の
後
、
参
加
者

が
実
際
に
訓
練
用
の
水
消
火
器
を

使
っ
て
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

  

県
民
総
合
福
祉
大
会
で
功
労
者
を
表
彰 

　
９
月
４
日
、
鳥
取
県
立
県
民
文

化
会
館
に
お
い
て
平
成*

年
度
県

民
総
合
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
誰
も
が
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

社
会
を
確
立
す
る
た
め
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
長
年
に
わ
た
り
県
内

で
社
会
福
祉
活
動
な
ど
で
功
労
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
鳥
取

県
知
事
表
彰
、
鳥
取
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰
、
鳥
取
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
長
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
、
八
頭
町
か
ら
は
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。〔
敬
称
略
〕 

 

鳥
取
県
知
事
表
彰 

〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者 

・
木
原
　
頼
正
（
日
下
部
） 

・
小
林
　
峰
子
（
日
田
） 

・
岡
嶋
　
和
子
（
篠
波
） 

・
古
家
　
惠
子
（
上
大
坪
） 

・
松
川
　
行
男
（
郡
家
東
区
） 

〇
団
体
職
員
・
施
設
職
員
功
労
者 

・
野
崎
康
孝
【
社
会
福
祉
法
人

鳥
取
県
厚
生
事
業
団
羽
合
ひ

か
り
園
】（
下
門
尾
） 

 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者 

・
ひ
ま
わ
り
の
会 

・
西
尾
　
光
枝
（
船
岡
） 

・
山
口
　
睦
子
（
郡
家
中
区
） 

・
奥
田
か
ね
子
（
郡
家
西
区
） 

 

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰 

〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者 

・
西
村
�
　
子
（
稲
荷
） 

〇
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
員
功

　
労
者 

・
山
根
正
明
【
八
頭
町
心
身
障

害
児（
者
）保
護
育
成
会
会
長
】

（
富
枝
） 

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者 

　
・
山
下
　
命
舜
（
堀
越
） 

〇
社
会
福
祉
事
業
協
助
者 

　
・
坂
田
　
　
亘
（
賀
茂
町
） 

 

鳥
取
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
長
表
彰 

○
自
立
更
生
功
労
者 

　
・
山
根
　
芳
仁
（
富
枝
） 

 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
百
歳

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
の
長
寿
を
祝

っ
て
、
９
月
の
老
人
の
日
の
記
念

行
事
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
祝
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
長
寿
者
の
皆

さ
ん
が
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
発

展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民

が
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
八
頭
町
で
も
次
の

方
に
祝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。〔
敬
称
略
〕 

　
百
歳
長
寿
祝
賀 

・
森
田
　
シ
ズ
（
北
山
） 

・
片
山
ち
よ
子
（
市
谷
） 

・
岡
森
　
�
定
（
延
命
寺
） 

・
小
嶌
　
作
男
（
石
田
百
井
） 

・
北
本
　
静
江
（
東
） 

【個人戦】 

優　勝 
岡本英治（鳥取市） 

NET 70.9 
準優勝 
谷口昭二（鳥取市） 

NET 71.5 
第３位 
市谷裕平（鳥取市） 

NET 71.9
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新しく入った本 

日  時 

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室 

10月7日（日） 
15：00～15：30 

10月17日（水） 
16：00～16：30

10月6日（土） 
15：00～15：50 

10月20日（土） 
15：00～15：50

10月24日（水） 
16：30～17：00

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます。 

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町北山48－1

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－6622

郡家図書館 
船岡図書室 
八東図書室 

みんなの  
図書館（室） http://library.town.yazu.tottori.jp/

＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。 
＊貸出中の場合はご予約ください。 
　（インターネット携帯電話からも予約ができます） 

携帯電話からの本の検索・予約はこちら 

八東図書室 

○リサイクル本持ち込みの受付 
期間：10/2（火）～11/2（金）（休館日は除く） 
場所：八東図書室・郡家図書館・船岡図書室 
　皆さんのご家庭で読み終えた本、眠っている
本をご提供ください。その本をご希望の方に無
償で提供する「本の市」を開催します。 

船岡図書室 

　見てさわって楽しめる布の絵本を作ります。 
第１回　10月13日（土）午後２時～４時 
第２回　10月27日（土）午後２時～４時 
第３回　11月10日（土）午後２時～４時 
第４回　11月24日（土）午後２時～４時 

□講　　師：岸本　眞澄さん 
（あかいぼうし布絵本グループ） 

□募集人数：10名（申込先着順・対象：中学生以上） 
□参 加 費：500円（全 4回の材料費） 
□申込締切：10月６日（土） 
＊託児サービスあります。 

【布絵本講習会】全４回 ２回以上 （　　　　　　） 参加できる方 

ビジネス支援講座 
「夢をかなえる時間術」を開催します 
第１回「暮らしがもっと豊かになる時間の使い方」 

10月13日（土）10：00～11：30 

第２回「やることはかどる＆夢かなえる手帳活用術」 
10月27日（土）10：00～11：30 

□講　　師：来田　裕子さん 
（「なにわ女性起業の会」代表・一級建築士） 

□会　　場：郡家保健センター　研修室 
□定　　員：30名（申込先着順） 
□参 加 費：無料 
□申込方法：各館の窓口にある申込書にてお申

込みください。 
（電話・FAXでのお申込みは郡家図書館まで） 

□申込締切：10月10日（水）まで 
＊どちらか１回のみの受講も可能です。 
＊託児サービスあります。 

みなさんのくらしと仕事を応援！ 

日 月 火 水 木 金 土 

10月のカレンダー 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31

休館日　　開館時間　10：00～18：00

1 

2 

3 

4 

5 

6

図解　わかる年金 

ひとり旅 

黒 

苺をつぶしながら 

遊戯 

子どもに語るロシアの昔話 

中尾　幸村 

吉村　　昭 

柳　　美里 

田辺　聖子 

藤原　伊織 

伊東　一郎 

郡家図書館 

1 

2 

3 

4 

5 

6

生きる美学 

有機の袋に矛盾を詰めて 

湿地帯 

あなたの呼吸が止まるまで 

窓のあちら側 

せかいでひとつだけのケーキ 

田中宥久子 

浦淵　丸尾 

宮尾登美子 

島本　理生 

新井　素子 

あいはらひろゆき 

1 

2 

3 

4 

5 

6

医者が泣くということ 

女ですもの 

生物と無生物のあいだ 

いつまでも、ロマンス 

きいろいながぐつ 

どろんこそうべえ 

細谷　亮太 

内田春菊/よしもとばなな 

福岡　伸一 

北川やすほ 

きたおとしこ 

たじまゆきひこ 

船岡図書室 

八東図書室 

今年もやりま
す！ 

【ブックリサイクル「本の市」】 
期間：11/3（土）～11/11（日）（休館日は除く） 

くるた　　 ゆうこ 

柳恩京さんが 
　　韓国語で読み聞かせ！ 

成年後見制度に関わる相談受付のご案内 

お知らせ 

　成年後見ネットワーク鳥取では、認知症や知的
障害・精神障害などがあって大切なお金や財産の
管理、日常生活の中でいろいろな身の回りの手続
きについて不安だったり、困っていることがある
方を対象に相談を受け付けています。聞いてみた
いこと、困ったことがあったらお気軽にご連絡く
ださい。 
◇無料相談　相談希望の方は、下記にご連絡くだ
さい。相談内容に応じて当ネットワークの相談員
を紹介します。 

◇無料出張相談　相談希望の方は、下記事務局ま
で電話でご連絡ください。相談者ご本人のいら
っしゃる所まで、相談内容に応じて当ネットワ
ークの相談員が訪問いたします。 

 
　成年後見ネットワーク鳥取は、『成年後見制度』
に関わるいろいろな問題のセーフティネットと
して鳥取県東・中部の皆さんに利用してもらう
ことを目的に、弁護士・司法書士・社会福祉士・
医師で結成されました。 

【お問い合わせ先】 
成年後見ネットワーク鳥取事務局 
鳥取市二階町3丁目204アイシン二階町ビル2Ｆ 
つくし野法律事務所内 
1（0857）21－0570　FAX（0857）21－0571

建退共制度をご利用ください 

　建設業退職金共済制度（建退共制度）は、建設
現場で働く方々のために、「中小企業退職金共済法」
という法律に基づきつくられた退職金制度です。 
　事業主の方は、現場で働く方々の共済手帳に働
いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、そ
の労働者が業界で働くことをやめたときに建退共
から退職金を支払うという、いわば業界全体での
退職金制度です。 
 
加入できる事業主：建設業を営む方 
対象となる労働者：建設業の現場で働く人 
掛　　　　　　金：日額310円 
この制度の特長…国の制度で安全・確実、退職
　　　　　　　　金は企業間を通算して計算等 

　ホームページ「建退共」に、退職金の計算・パン
フレット請求等、建退共制度のくわしい情報が記載
されています。ぜひ、アクセスしてご覧ください!! 
【詳細・お問い合わせ先】 
建退共鳥取県支部　1（0857）24－2281 
ＨＰ　http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

　気象庁では、10 月１日から「緊急地震速報」
の提供をテレビ・ラジオなどの放送を通じて開始
します。 
　「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地震
を検知し、直ちに震源や地震の規模（マグニチュ
ード）などを推定して、大きな揺れが迫っている
ことを事前にお知らせするものです。この情報を
聞き、大きな揺れが始まる前に防災行動をとるこ
とで、地震被害の軽減が期待されます。 
　「緊急地震速報」が流れ、大きく揺れ始めるま
での時間は数秒から数十秒程度です。情報を受け
たときは、直ちに「周囲の状況に応じて、あわて
ずに、まず身の安全を確保する。」ことに心がけ
てください。 
　「緊急地震速報」のしくみや、情報を受けたと
きにどのように行動すれば良いかという「緊急地
震速報の利用の心得」など、詳しい内容について
は、気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp）
をご覧ください。 
【お問い合わせ先】 
　鳥取地方気象台総務課　1（0857）29－1312

～緊急地震速報の提供開始～ 
鳥取地方気象台 

　若桜鉄道では枕木のオーナーを募集しています。 
◇募集内容　枕木80本（先着順） 
◇募集期間　10月１日～10月31日 
◇特　　典　枕木にお名前の入ったプレートを設置！ 

記念写真をプレゼント！  
＜枕木オーナー募集詳細＞ 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【申込・お問い合わせ先】 
〒680－0701　鳥取県八頭郡若桜町若桜345－2 
若桜鉄道（株）「枕木オーナー募集」係 
1（0858）82－0919 
Ｅメール　wakatetu@infosakyu.ne.jp 
ＨＰ　http://www.infosakyu.ne.jp/̃wakatetu/

～鉄路を支える縁の下の力持ち～ 
あなたの枕木が線路を、鉄道を支えます 

枕木オーナー募集 

募集期間  
設 置 駅   
金額・口数  
オーナー 
プレート 
取付期間  
 

 
申込なら 
びにお支
払い方法 

平成19年10月１日～平成19年10月31日  
若桜駅・丹比駅・八頭高校前駅　構内  
１本5,000円　お一人様何口でも申込可  
５年間（平成19年11月～平成24年10月） 
５年を過ぎたプレートはオーナー様に送
付いたします。  
郵便はがき、またはインターネットでお
申し込みいただけます。 
申込締切り後、お振込が確認でき次第、
枕木にプレートを取り付けた写真を送付
させていただきます。お名前、住所、電
話番号、メッセージ（10文字程度）、応募
口数をご記入のうえ、下記の宛先までお
送りください。 
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『金婚式』のご案内 

　八頭町では、結婚されて今年で50年目、金婚を
お迎えになったご夫妻をお招きし、今秋祝いの会
を催す計画です。 
　対象の方は、昭和32年４月１日から昭和33年３
月31日までの間に結婚をされたご夫婦です。 
　船岡地域、八東地域で該当されます方は、10月
17日までに船岡支所住民課（電話：72－0044）、八
東支所住民課（電話：84－1220）までご連絡ください。 
　なお、郡家地域の方につきましては昨年の11月
に区長さんを通じて照会済です。また、これまで
の対象の方で、該当もれとなっていると思われる
方も郡家地域の方は福祉課（電話：76－0211）ま
でお申し出ください。 

家屋を取り壊したら届出を!!

　家を新築、増築されたときなど、家屋を取り壊
した場合は、役場へ届け出てください。この届出
をされないと、固定資産税が翌年以降も課税され
ます。なお、その家屋が登記してあるかないかに
関わらず、滅失の届出が必要ですのでご注意くだ
さい。 
◇届出書類　家屋滅失申告書 
（役場、各支所にあります） 
【お問い合わせ先】 
八頭町役場税務課　176－0204 
船岡支所　住民課　172－0044 
八東支所　住民課　184－1222

八頭町上下水道運営審議会委員を募集 

　町では、簡易水道事業・下水道事業の円滑な運
営を図ることを目的とし、下記のとおり運営審議
会委員の募集をおこないます。 
◇募集期間　平成19年10月１日～10月10日 
◇募集人数 
・簡易水道加入者　　６名 
（郡家･船岡･八東　各２名） 

・下水道施設利用者　６名 
（郡家･船岡･八東　各２名） 

・学識経験者　　　　２名 
◇任　　期　２年 
【応募・詳細等のお問い合わせ先】 
八頭町役場 上下水道課　176－0207

　今年度も次のとおりメニユダまつりを開催しま
す。皆様お誘い合わせの上、多数ご来場ください。 
　なお、駐車スペースに限りがございますので、
ご来場の際にはバス等をご利用ください。 
◇日　時 
平成19年10月14日（日） 
午前10時～午後２時 
◇場　所 
船岡保健センター 
（愛称：メニユダ） 
　☆　☆　☆　☆　☆　☆ 
＜特設ステージ＞ 
★船岡作業所作業生＆船岡地域保育所園児＆船小
６年生・船中合唱団による合唱 

★大江小１～３年生による銭太鼓 
★小中学生ボランティアの体験発表 
★高齢者による芸能発表（銭太鼓／カラオケ／太
極拳） 

★八頭町連合青年団・社協職員＆ボランティアに
よる踊り 

＜即売コーナー＞ 
★各種団体・作業所によるお得な即売コーナー 
●カレーライス／抹茶／たいやき／焼そば／手
打ちそば／揚げたこ焼き／ぜんざい　など 

●リサイクル小物／のれん／エプロン／テーブ
ルセンター／Ｔシャツ／花の苗　など 

＜掘り出し市＞ 
★驚きの安値、掘り出し物多数、早い者勝ち！ 
＜遊びのコーナー＞ 
★ゲーム／ヨーヨー＆スーパーボール釣り　など 
＜展示コーナー＞ 
★船岡地域高齢者による作品展示 

主　催 
八頭町／八頭町社会福祉協議会／ふなおか福祉会 

外国人を雇用する場合のルールが 
新しくなります（10月１日から） 

 　外国人（特別永住者を除く。）の雇入れ・離職の
際、その氏名、在留資格等をハローワークへ届け
出ることとなりました。 
　雇用保険の被保険者である場合は、雇用保険の
被保険者資格の取得届又は喪失届の備考欄に、在
留資格、在留期限、国籍等を記載して届け出るこ
とができます。 
　雇用保険の被保険者ではない場合も届出が必要
です。届出様式に必要事項を記載して届け出てく
ださい。 
　また、平成19年10月１日時点で現に外国人を雇
い入れている場合も、届出様式に記載して届け出
ることが必要となります。 
【お問い合わせ先】 
■ハローワーク郡家　　　1（0858）73－0211 
■鳥取労働局職業対策課　1（0857）29－1708

事業主の皆さんへ 

（アンニョンハセヨ！） （アンニョンハセヨ！） 

こんに
ちわ！

 

　横城郡での研修も残り
１か月程度となりまし
た。日本では８月、９月
と毎日暑い日が続いてい
るようで、こちらのテレ
ビ放送でも日本の最高気
温が40℃をこえて猛暑が
続いているなどニュース
で放送していました。逆
に韓国では、８月の上旬
は天気もよく暑い日も多
かったですが、それ以降

は天気が悪く毎日のように雨が降ったりやんだり
していました。職員の方も夏にこんなに雨が降る
年は珍しいと言っておられました。夏らしい夏と
いうのがあまり感じることができなくて少し残念
ですが、９月に入ってからは一段と涼しくなっ
て、とても過ごしやすい毎日です。 
　私は、９月上旬に全国生涯学習祭りを見学しま
した。横城郡は今年から生涯学習の指定都市にな
っていて、とても力を入れている事業のひとつと
なっています。この全国生涯学習祭りにも今年初
めて参加したとのことでした。日本でも生涯学習
という言葉はよく聞いていましたが、実際の取り
組み状況などを見る機会はあまりなかったので、
とても興味深く見学しました。絵画や伝統の工芸
品また子供たちが作った作品などの展示や、各地
域の特徴を生かした体験コーナーなどさまざまな
催しがあり、子供から大人までとても楽しんでい
ました。 
　また、世界各地の生涯学習の展示コーナーもあ
り日本からは静岡県掛川市の方がＰＲに来ておら
れました。住みよい町づくりのため、生涯学習の
取り組みはこれからの課題になっていくだろうと
感じました。 
　さて、韓国では今年は９月25日が秋夕（チュソ
ク：日本のお盆のようなもの）となり、前後の日
も休みとなります。こちらでは、旧暦の８月15日
が秋夕となるので毎年日にちが変わりますが、日
本と同じように故郷に帰る人で交通機関が大渋滞
となります。また秋夕は、お墓参りをしたり、先
祖に今年の豊作を祈ったり、親戚が一堂に集まる
のでたくさんの料理を準備したりと、とても忙し
いようです。 
　残りの研修期間も今まで同様に、さまざまな文
化に触れて少しでも自分のものにできるように頑
張っていきたいと思います。  
　韓国　横城郡より　 

（八頭町総務課職員  冨山　和昭） 

と　  み　   や　   ま             か　  ず　  あ　  き 

犬・ねこの引き取りが有料になります 

　これまで、飼い犬や飼いねこの引き取りは無料
でしたが、10月１日から手数料が必要となります。  
　手数料は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
　飼い犬や飼いねこを手放す前に、まずは大切に
育ててくれる新しい飼い主のかたを探してください。 
　やむをえず、引き取りを希望される方は、事前
に県の総合事務所または、役場福祉課及び各支所
住民課にご連絡ください。 
【連絡先】 
東部総合事務所　1（0857）20－3675 
本 庁 福 祉 課　176－0211 
船岡支所住民課　172－0044 
八東支所住民課　184－1222

【生後91日以上の場合】 
一匹につき　2,000円 

【生後90日以下の場合】 
一匹につき　　400円 

10月15日（月）～21日（日）は 
行政相談週間です 

 　行政相談は、国、県、町などの仕事について苦
情や要望を受け付け、公平・中立の立場から、その
解決を進めるものです。この週間を中心として、次
のとおり行政相談所が開設されます。相談は無料
で、秘密は厳守します。行政などに関するご相談
がありましたら、ぜひこの機会をご活用ください。 

定例相談所の開設 
 
 
 
 
 
※その他、鳥取・倉吉・米子の３か所で合同行政
相談所が開設されますので、詳細はお問い合わ
せください。 

【お問い合わせ先】 
鳥取行政評価事務所（行政相談課） 
1（0857）24－5542　FAX（0857）24－5942

国民健康保険からお詫びいたします 

　去る、８月23日、新聞で報道されましたように、
本町の国民健康保険税の算定（応能負担分）に一
部誤りがありました。報告が遅くなりましたが、
関係者の皆様に心からお詫び申し上げます。 
　今後、一層のチェック体制を確立し、被保険者
の皆様の信頼回復に向けて努力してまいります。 

担当委員 
古井恵美子 
瀧田　　修 
平木　郁夫 

会　　場 
郡家老人福祉センター 
船岡公民館  
山村開発センター 

10月15日（月） 
13:30～16:00

日　時 

メニユダまつり 
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町の除雪車を売却します 

１．機械名：除雪車ジープ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（昭和57年11月登録、車検満了日：平成19年12月21日） 
 

２．売却方法：一般競争入札により決定 

３．最低売却価格：５０，０００円（税込み） 

４．入 札 日：平成19年10月22日（月） 

５．売却条件： 
①　移転登録等に係る費用はすべて買受人が行
っていただきます。 

　②　現状のままでの引渡しになります。 
　③　町の表示を消去していただきます。 

６．その他： 
　入札参加希望の方は、入札参加申込の申請が
必要になりますので、平成19年10月17日までに
船岡支所産業建設課（電話：72－3973）にご
連絡ください。 

バルセロナオリンピック銀メダリスト 
森下広一さんも参加します!! 

第2回 森下広一杯八頭町マラソン大会開催 

●日　時　10月８日（月）受付８時～ 開会９時～ 
●会　場　船岡中学校グラウンド（スタート・ゴール） 
 
【ファミリーの部】は参加料は無料で当日受付
ですので多数ご参加ください。（その他の部は
受付終了） 
問合せは …「第２回森下広一杯八頭町マラソン
　　　　　　大会実行委員会」事務局 
　　　　　　　　　1（0858）84－1232

９月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,809 
19,958 
9,610 
10,348

（＋６） 

（－16） 

（－５） 

（－11） 

世帯 

人 

人 

人 

８月４日 

10日 

13日 

18日 

28日 

７月３日 

８月29日 

 
８月20日 

 

26日 

９月１日 

森本　悠介 

谷本　直人 

細田　哲平 

平木　悠太 

藤原　沙妃 

安藤　陽輝 

近藤　新太 

ロンデロス 
　空南ベアトリス 

小林　颯真 

藤田　大獅 

康　史・由　紀 

睦　人・文　子 

武　明・広　恵 

友　基・恵美子 

　剛　・なぎさ 

彰　規・淳　子 

宏　徳・み　ほ 
 

ファンマヌエル・詠子 
 

　茂　・佐　織 

健　吾・竜　子 

ゆう  すけ   

なお　と     

てっ  ぺい   

ゆう　た     

さ　  き     

はる　き    

あら　た     

  

そ ら な べ あ と り す   

そう　ま     

だい　し    

郡
家
地
域 

八
東
地
域 

船
岡
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ お
め
で
た 

（敬称略） ひとのうごき 

８月18日 

21日 

30日 

31日 

９月６日 

８月24日 

31日 

９月６日 

８月13日 

27日 

30日 

９月２日 

８日 

濱　　正儀 

�田よしか 

伊藤�奈子 

　山喜美夫 

山本壽賀子 

植田�　男 

植木佐代子 

岸本ミサヲ 

森脇　尚男 

木原　義明 

太田　玲子 

井�　三夫 

田中　かよ 

８９ 

９８ 

９０ 

７９ 

８５ 

８６ 

７６ 

８２ 

７１ 

８４ 

７４ 

６７ 

９４ 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

（賀茂町） 

（姫　路） 

（下門尾） 

（南ヶ丘） 

（宮　谷） 

（隼郡家） 

（下　町） 

（船岡殿） 

（富　枝） 

（日下部） 

（富　枝） 

（日　田） 

（茂　田） 

郡
家
地
域 

八
東
地
域 

船
岡
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

（花　原） 

（下大坪） 

（大　門） 

（西御門） 

（稲　荷） 

（丸　山） 

（上　町） 
 

（小別府） 
 

（日　田） 

（安井宿） 

の納付月です 

10月は… 

完納にご協力をお願いします 

町 県 民 税  （第3期分） 

農業委員会 

≪次回農業委員会開催予定≫ 

　平成19年10月10日（水） 
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。） 

【提出・お問い合わせ先】 
　本 庁 舎（産業課）　　　　　176－0208 
　船岡庁舎（産業建設課）　　　172－3973 
　八東庁舎（農業委員会事務局）184－1227

家族経営協定を結びませんか 

●第６回農業委員会審議内容（平成19年9月10日） 
　１．農地法の規定による許可申請 
　　　（所有権移転　５件、転用　４件） 
　２．農用地利用集積計画の決定 
　　　（賃貸借　２件） 
 
　報告事項 
　・合意解約　２件 

・家族共通の将来目標がはっきりします。 
・長期的な経営改善計画ができます。 
・農業労働、家事労働が適正に評価され、給
料制が実現でき、やりがいと意欲がもてます。 
・労働時間や休日を決めることで、仕事と私
生活のけじめがつきます。 
・家族内での余計な気遣いや、お互いの思い
違いを防ぐことができます。 
・経営移譲がスムーズにでき、農業経営の安
定継承に役立ちます。 
・農業者年金、認定農業者制度などの政策的
な支援を受けることができます。 

　家族経営協定には、特定の形式はありませ
ん。大切なのは、家族みんなで話し合いなが
ら各家族の経営に合った内容にすることです。
まずは、始業時間など、「できること」から家
族みんなで話し合ってみてはどうでしょうか。 
 
　家族経営協定を結びたい方、興味のある方
は、お気軽に農業委員会事務局へご相談くだ
さい。 
 
【お問い合わせ先】 
　農業委員会事務局（八東庁舎）184－1227

　農業経営に携わる家族一人一人が、無理せ
ず楽しく、意欲とやりがいをもって経営に参
画できるようにするために、経営方針や役割
分担、働きやすい環境づくりなどについて、
家族みんなで話し合いながら取り決める「家
族のルール」です。文書（協定書）にし、第
三者の立会いのもとで締結することで、より
確かなものになり、協定を守っていこうとい
う一人一人の自覚と責任が高まります。 

　協定は家族みんなの話し合いに基づいて取
り決められるもので、各家族によって内容は
異なりますが、協定に盛り込まれることが適
当と考えられるのは次のような事項です。 
（1）目的 
（2）農業経営の方針 
（3）役割分担（農業面、生活面、育児面等） 
（4）収益配分（給料等） 
（5）就業条件（労働時間、休日等） 
（6）将来の経営移譲 

　農業が魅力ある職業となり、男女を問わず意欲をもって取り

組めるようにするためには、家族一人一人の役割と責任が明確となり、それぞれの意欲と能

力が十分に発揮できる環境づくりが必要です。 

　これらを実現するための一つの方法として、『家族経営協定』があります。 

『家族経営協定』って何？ 

メリットは？ どうやって結ぶの？ 

具体的な内容は？ 
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今月の主な内容 

９月21日、八東フルーツ総合センター前で広報検問が実
施されました。 
この日は町内の園児もいっしょになり、訪れるドライバー
の一人ひとりに、交通法規を守り安全運転に心がけてもら
うよう呼びかけました。 

交通安全はみんなの願い 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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　女性も男性も、お年寄りも若者も、すべての人が自分らしく生きられる社会の実現
をめざして「男女共同参画フェスティバル」を開催します。 
　映画・講演・シンポジウム・展示等盛りだくさんの内容で行いますので、多数の方が
ご参加ください。 

予告 参加無料 

男女共同参
画フェスティバル開催男女共同参
画フェスティバル開催

11月24日（土）10：00～17：00（展示は10:00から行います） 
八東体育文化センター（八頭町富枝　八東中学校隣） ところ 

と　き 

スウェーデン映画上映 

～パパの子育て奮闘記～ 

講演会・シンポジウム 

●1987年　関西大学大学院修士 
課程修了 

●1987年　（株）西武百貨店、（株）ニ 
ッセイ基礎研究所主
任研究員を経て、東
洋大学経済学部社会
経済システム学科助
教授へ 

●2007年4月より関西大学政策 
創造学部教授に就任  

公　職 
●教育再生会議委員・ 
規制改革会議委員・ 
男女共同参画推進連携会議委員・ 
構造改革特区推進本部評価委員 

など 

しら いし　   ま す み 

白石　真澄 

　テーマ　「すべての人が自分らしく生きるために」 
　　　　　　～新時代のまちづくり～ 

　シンポジウム　　白石教授との意見交換会 
 

プロフィール 

15:00～ 13:15～ 

主催：八頭町・男女共同参画フェスティバル実行委員会 
平成19年度鳥取県人権協働ネットワーク「ミニシンポジウム」実施事業（鳥取県委託事業）・とっとり県民カレッジ連携講座 

　男女共同参画フェスティバル会場で男女共同参画を
テーマとするパネル展示等のワークショップをしてい
ただける団体・個人の方を次のとおり募集します。 
　どしどしご応募ください。 

　＊展示期日：11月24日（土）10:00～17:00 
　　　　　　　（各自で展示・撤収していただきます） 
　＊展示場所：八東体育文化センター1Ｆ・2Ｆフロア 
　＊申込期限：10月19日（金） 
　＊申込方法：電話、FAX等でお申し込みください。 

ワークショップ参加者募集！ 
 

託児のお知らせ 
 

【お問合わせ先】　八頭町役場企画人権課 
　　　  　　　　　1　（0858）76－0203 
　　 　 　　　　 FAX（0858）73－0414

＊託児も行いますので、希望される方は

11月16日までに八頭町役場企画人権

課1（0858）76－0203に電話でお

申し込みください。 

講師 




